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　古
いにしえ

の城下町の町並みを今もとどめる、風情の漂うまち・萩。
その町並みに似合う“着物”を着て、まち歩きを楽しんでいた
だくイベントです。着物を着ることで、日常とはまた違った

「和」の世界を楽しむことができます。（９月20日～28日）
　写真は、大賀治代さん（椿大屋在住）の「静寂」。昨年の全国
健康福祉祭ねんりんぴっくの美術展（写真の部）で銀賞を受賞。

〜着物歩きが楽しい一週間〜
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７
月
か
ら
山
口
県
内
で
始
ま
っ
た
大

型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
お
い
で
ま
せ
山

口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｄ
Ｃ
）」も
９
月
い
っ
ぱ
い
で
終
了
し
ま

す
。

　

萩
市
で
は
、
９
月
下
旬
に
、
メ
イ
ン

の「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩・津
和
野
」、「
萩・

竹
灯
路
物
語
」が
開
催
さ
れ
、
い
よ
い
よ

Ｄ
Ｃ
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。

萩・竹
灯
路
物
語

　

竹
で
作
っ
た
灯
篭
の
中
に
ろ
う
そ
く

を
と
も
し
た
竹
灯
約
１
２
０
０
基
が
、

夜
の
城
下
町
を
ほ
の
か
に
浮
か
び
上
が

ら
せ
ま
す
。
江
戸
情
緒
あ
ふ
れ
る
歴
史

の
町
並
み
が
ぼ
ん
や
り
照
ら
し
出
さ
れ
、

趣
た
っ
ぷ
り
な
夜
が
楽
し
め
ま
す
。

■
と
き　

９
月
26
日（
金
）～
28
日（
日
）

■
と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
周
辺
お
よ
び

萩
博
物
館
周
辺

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

△ＪＲ大阪環状線などに、仲間由紀
恵が萩で撮影したＪＲ西日本ディスカ
バーウエストの吊り広告が登場

９/30
まで

　

生
ま
れ
故
郷
な
ど
の
自
治
体
へ
寄
附

を
す
る
と
住
民
税
や
所
得
税
の
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
が
５
月
か
ら
始
ま
り
、
萩

市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
、

広
く
寄
附
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
萩
の
発
展
の
た
め
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
寄
附
の
状
況

　

８
月
22
日
時
点
で
、
萩
市
に
寄
せ
ら

れ
た
寄
附
は
２
１
０
件
、
６
８
７
万
７

０
０
０
円
で
、
そ
の
う
ち
萩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
会
の
会
員
の
方
か
ら
の
寄
附

が
、
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
寄
附
さ
れ
た
場
合
、
税
金
の
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

萩
市
へ
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
金
額

の
う
ち
、
５
０
０
０
円
を
超
え
る
額
に

つ
い
て
、
所
得
税
、
住
民
税
合
わ
せ
て

控
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
住
民

税
所
得
割
額
の
概
ね
１
割
が
限
度
と
な

り
ま
す
。

※
控
除
を
受
け
る
に
は
、
確
定
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

※
寄
附
さ
れ
た
翌
年
の
住
民
税
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

■
寄
附
の
手
続
方
法

①
寄
附
申
込
書
に
よ
り
申
し
込
み

　

郵
便
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

萩
市
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
寄
附

申
込
書
は
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
る
か
、
萩
市
か
ら

郵
便
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
送

付
し
ま
す
）

②
寄
附
金
の
払
い
込
み

　
「
郵
便
振
替
」「
現
金
書
留
」「
市
指
定

口
座
へ
の
振
込
み
」「
納
付
書
払
い
」
の

い
ず
れ
か
の
方
法
に
な
り
ま
す
。（
申
込

時
に
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
後
に

萩
市
か
ら
関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す
）

■
寄
附
の
お
礼
に
特
産
品

　

１
万
円
以
上
寄
附
さ
れ
た
市
外
在
住

の
方
に
萩
の
特
産
品
を
贈
り
ま
す
。

○
夏
み
か
ん
10
㎏
、
萩
焼
、
萩
の
海
幸
・

八
珍
セ
ッ
ト
、
川
上
の
柚
子
セ
ッ
ト
、

桃
４
㎏
（
小
川
産
）、メ
ロ
ン
２
玉
（
福

川
・
紫
福
・
吉
部
産
）、須
佐
の
赤
米
セ
ッ

ト
、
あ
さ
ひ
郷
里
パ
ッ
ク
、
維
新
伝
心

米
６
㎏
（
い
ず
れ
か
１
品
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
企
画
課

（
０
８
３
８・
２
５・
３
１
１
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
８・２
６・３
８
０
３
、
Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
.city.hagi.yam

aguchi.jp)

５〜８月で
約688万円

“着物”をテーマに、和を身につけ、和を学び、和を楽しめます。
■とき　９月 20 日（土）～ 28 日（日）
■ところ　御成道界隈（萩城跡～田町商店街）ほか市内各所
◎楽しむポイント！　
　①着物レンタル
　▽レンタル料 3,500 円（着付けを含む）
　▽午前 10 時～午後５時　▽旧久保田家住宅
　②着物割引　
　　期間中、着物を着ている方には、萩市内約 100 店舗で、　
　お食事やお買物の割引、和小物のプレゼントなどお楽しみが
　いっぱいです。
　③和の学び舎
　　和装用の髪飾りやかんざし作り、簡単な着付け教室、また
　萩ならではの食を堪能するメニューなど、10 の和の体験プ
　ログラムが用意されています。（600 円～）
　④フォトプレゼント
　　ボランティアカメラマンが会場のあちこちで着物姿の方の
　写真を撮影、無料でその写真をプレゼントします。
■問い合わせ　萩市観光協会（０８３８・２５・１７５０）

〜着物歩きが楽しい一週間〜〜着物歩きが楽しい一週間〜
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明治維新140年
記念事業を開催!!
今年は、日本の近代化の契機となった明治維新から140年の
節目の年です。明治維新では、萩出身の多くの志士が活躍し、
萩は「明治維新胎動の地」と呼ばれています。
萩市では、この輝かしい歴史と維新の精神を風化させることな
く、次世代に継承するため、さまざまな記念事業を行ってます。

萩
博
物
館

９
月
15
日（
月
）～
11
月
11
日
（
火
）

　
「
開
国
と
尊
王
攘
夷
運
動
」「
幕
末

維
新
の
戦
乱
と
兵
士
」「『
朝
敵
』
か

ら
『
官
軍
』
へ
」「
戊
辰
戦
争
と
萩
・

会
津
」「
日
本
の
近
代
化
と
士
族
反

乱
」
の
５
部
構
成
で
、
明
治
維
新
の

明
・
暗
の
両
面
に
迫
り
ま
す
。

11
月
15
日（
土
）～
平
成
21
年
１
月
７

日（
水
）

　

明
治
維
新
に
活
躍
す
る
多
く
の
人

　

吉
田
松
陰
や
高
杉
晋
作
な
ど
維
新

の
志
士
た
ち
が
駆
け
抜
け
た
歴
史
の

道「
萩
往
還
」を
舞
台
に
し
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
で
す
。

■
と
き　

10
月
４
日（
土
）
午
前
９

時
45
分
～

■
コ
ー
ス　

①
往
還
コ
ー
ス
（
23
・
２
㎞
）
萩
城

跡
～
唐
樋
札
場
跡
～
乳
母
の
茶
屋

（
明
木
）
～
佐
々
並
公
民
館　

②
維
新
コ
ー
ス
（
13
・
７
㎞
）
萩
城

跡
～
唐
樋
札
場
跡
～
乳
母
の
茶
屋

（
明
木
）

③
松
陰
コ
ー
ス
（
7.5
㎞
）
萩
城
跡
～

■
と
き　

９
月
13
日（
土
）
午
後
２
時

～
４
時
10
分

■
と
こ
ろ　

萩
市
民
館

■
基
調
講
演（
午
後
２
時
40
分
～
）

【
演
題
】「
開
国
・
維
新
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

【
講
師
】
松
本
健
一（
評
論
家
・
麗
澤
大

学
教
授
）

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
午
後

３
時
25
分
～
）

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

松
本
健
一（
評
論
家
）、
加
藤
康
子（
都

市
経
済
評
論
家
）、
三
宅
紹
宣（
広
島
大

学
教
授
）

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

野
村
興
兒
（
萩
市
長
）

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
企
画
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
６
９
）

唐
樋
札
場
跡
～
萩
往
還
梅
林
園（
椿
）

■
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
高
校
生

以
下
、
75
歳
以
上
は
５
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ　

萩
往
還
ワ
ン
デ
ー

ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会（
０
８
３
８
・

２
５
・
７
３
１
１
）

材
を
生
み
出
し
た
萩
。
そ
の
主
導
的

役
割
の
背
景
に
埋
も
れ
た
影
の
部
分

に
も
迫
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
博
物
館

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

▽
８
月
28
日
～
来
年
５
月
31
日

▽
萩
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

（
無
料
）

　

英
国
の
王
立
大
砲
博
物
館
か
ら
貸
与

○
９
月
19
日（
金
）午
後
７
時
～
９
時
▽

萩
市
民
館
▽
「
薩
摩
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
▽

林
望（
作
家
）

○
９
月
21
日（
日
）午
後
３
時
～
４
時
30

分
▽
萩
市
民
館
▽
「
萩
は
私
の
原
点
」

▽
岡
本
信
人
（
俳
優
）

▽
11
月
８
日（
土
）～
９
日（
日
）

▽
山
口
福
祉
文
化
大
学
、
萩
博
物
館

▽
11
月
16
日（
日
）

▽
サ
ン
ラ
イ
フ
萩

　

萩
近
辺
の
郵
便
局
で
、
９
月
12
日
か
ら
明
治
維
新
１
４
０

年
記
念
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手
（
フ
レ
ー
ム
切
手
）
が
発
売
さ

れ
ま
す
。

　

Ａ
４
判
の
シ
ー
ト
に
80
円
切
手
が
10
枚
つ
い
た
も
の
で
、

絵
柄
は
吉
田
松
陰
銅
像
、高
杉
晋
作
、木
戸
孝
允
、伊
藤
博
文
、

長
州
フ
ァ
イ
ブ
、
萩
の
全
景
、
萩
城
跡
、
松
下
村
塾
、
萩
城

下
町
（
江
戸
屋
横
町
）、
大
照
院
の
写
真
。

　

料
金
は
１
シ
ー
ト
１
２
０
０
円
で
、
萩
市
・
阿
武
町
・
長

門
市
・
美
祢
市
・
阿
東
町
内
の
郵
便
局
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
郵
便
局（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
６
８
２
）

特
別
展

明
治
維
新
の
光
と
影

明
治
維
新
と
萩

萩
往
還

ワ
ン
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
８

長州砲
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し
、
次
の
ガ
イ
ド
は
「
江
戸
の
牢
獄
か

ら
父
母
に
宛
て
た
最
後
の
手
紙
の
中
に

あ
っ
た
」
と
し
、
更
に
次
の
ガ
イ
ド
は

「
処
刑
の
日
の
朝
、
頼
ま
れ
て
書
き
残

し
た
も
の
だ
」
と
明
快
に
言
い
放
っ
た

と
い
う
。「
こ
れ
で
は
松
陰
自
身
に
つ

い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
っ
て
当
然

だ
」
と
小
田
は
苦
笑
し
た
と
い
う
。

　

現
在
の
萩
市
は
観
光
文
化
立
市
を
標

榜
し
、
受
け
入
れ
の
ガ
イ
ド
制
度
も
充

実
し
て
い
る
。

　

小
田
実
は
考
え
る
。「
維
新
の
聖
地
」

と
は
何
な
の
か
。

　

そ
し
て
小
田
は
松
陰
を
よ
く
知
る
徳

富
蘆
花
の
高
名
な
演
説
「
謀
反
論
」
に

思
い
を
馳
せ
る
。

　

蘆
花
が
、
明
治
43
年
幸
徳
秋
水
の
大

逆
事
件
の
後
に
行
っ
た
演
説
は
、
で
っ

ち
上
げ
事
件
に
対
す
る
激
し
い
憤
り
が

こ
も
っ
た
勇
敢
な
も
の
だ
が
、
こ
の
中

で
蘆
花
は
自
分
の
家
（
現
在
は
芦
花
公

園
）
か
ら
井
伊
直
弼
が
眠
る
豪
徳
寺
と

吉
田
松
陰
が
眠
る
松
陰
神
社
が
す
ぐ
近

く
で
あ
る
こ
と
か
ら
話
を
始
め
「
か
っ

て
井
伊
と
松
陰
の
血
み
ど
ろ
な
闘
い
が

あ
り
、
井
伊
が
松
陰
を
殺
し
、
ま
た
、

井
伊
は
結
局
松
陰
の
も
た
ら
し
た
思
想

に
よ
っ
て
敗
北
し
た
。
そ
の
お
陰
で

今
私
た
ち
は
平
穏
無
事
な
生
活
を
営
み
、

栄
え
あ
る
明
治
の
世
を
迎
え
て
い
る
の

だ
が
、
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
松

陰
ら
の
「
謀
反
」
の
お
か
げ
で
は
な
い

か
。」「「
謀
反
」
は
長
い
歴
史
の
流
れ

の
中
に
お
い
て
み
れ
ば
、
人
類
の
進
歩

の
た
め
に
必
要
な
「
謀
反
」
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
「
謀
反
」
な
く
し

て
は
明
治
維
新
の
偉
業
は
な
ら
ず
、
今

日
の
人
民
の
幸
福
も
あ
り
得
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。」

　

明
治
末
期
の
あ
の
時
勢
、
よ
ほ
ど
の

勇
気
が
要
っ
た
に
違
い
な
い
こ
の
蘆
花

の
演
説
を
小
田
は
敬
意
を
持
っ
て
心
に

留
め
て
い
た
と
い
い
、
維
新
百
年
の
い

ま
「
聖
地
萩
」
で
シ
ョ
ウ
を
楽
し
も
う

と
し
て
い
る
人
々
と
の
意
識
の
乖
離
を

考
え
る
。
こ
の
人
達
に
と
っ
て
、
松
陰

と
は
、
一
体
、
何
で
あ
ろ
う
か
と
。

　

そ
の
後
、
行
動
す
る
作
家
と
し
て
小

中
陽
太
郎
ら
と
「
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
、

市
民
連
合
」
所
謂
「
べ
平
連
」
を
組
織

し
て
代
表
に
。
こ
の
こ
と
が
終
生
彼
を

「
反
戦
、
平
和
」
に
駆
り
立
て
た
と
も

言
え
る
。
小
田
は
ノ
ン
セ
ク
ト
ラ
デ
ィ

カ
ル
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
広
い
視
野
と
見
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た

奥
深
い
評
論
に
は
定
評
が
あ
る
。

　

そ
の
小
田
が
訪
れ
た
夏
、
折
し
も
萩

の
町
は
明
治
維
新
百
年
の
記
念
行
事
に

湧
い
て
い
た
。

　

紀
行
文「
原
点
か
ら
の
旅
」に
は「
萩

は
暑
か
っ
た
。
陽
が
一
日
中
照
っ
て
、

そ
の
ひ
っ
そ
り
と
し
ず
ま
り
返
っ
た
古

風
な
町
並
み
は
す
み
ず
み
ま
で
明
る

か
っ
た
。
私
は
も
っ
と
陰
の
あ
る
、
し

め
っ
ぽ
い
、
ひ
そ
や
か
な
街
を
想
像
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
失
望
し
た

と
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
幾
分
予

想
に
外
れ
た
感
じ
で
、
私
は
燃
え
く
る

め
く
陽
光
の
中
を
あ
ち
こ
ち
歩
い
た
。」

と
記
し
て
る
。

　

実
際
彼
は
松
陰
神
社
、
松
陰
の
墓
地
、

ふ
る
さ
と
文
学
散
歩
16

東
光
寺
、
伊
藤
博
文
旧
宅
、
武
家
屋
敷
、

木
戸
孝
允
旧
宅
、
熊
谷
家
、
野
山
獄
と

史
跡
を
く
ま
な
く
歩
き
、
そ
し
て
、
ま

ち
に
貼
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
に
目
を
留
め

る
。

「
明
治
維
新
百
年
祭
全
国
大
会
」

　

於　

維
新
の
聖
地　

山
口
県
萩
市

　

日
時　

八
月
二
十
日　

午
後
六
時

　

主
催　

全
日
本
国
民
連
盟　

総
合
農

　

法
研
究
所　

新
民
主
労
働
協
議
会

　

後
援　

萩
市　

萩
商
工
会
議
所

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
水
前
寺
清
子
グ

　

ラ
ン
ド
シ
ョ
ー
」

　

小
田
は
ポ
ス
タ
ー
の
「
聖
地
」
と
い

う
言
葉
と
、
松
陰
神
社
を
訪
れ
た
ガ
イ

ド
と
観
光
客
の
余
り
に
も
表
層
的
な
言

動
に
強
い
違
和
感
を
感
じ
る
。

　

国
内
旅
行
ブ
ー
ム
の
は
し
り
の
こ
の

時
期
、
観
光
バ
ス
が
次
々
に
訪
れ
る
。

松
陰
の
短
歌
「
親
思
ふ
心
に
ま
さ
る
親

心
け
ふ
の
音
づ
れ
何
と
き
く
ら
ん
」
の

石
碑
の
前
で
、
観
光
客
の
第
一
群
の
ガ

イ
ド
は
「
こ
の
短
歌
は
松
陰
が
江
戸
に

送
ら
れ
る
日
の
朝
の
作
品
だ
」
と
説
明

平
成
も
20
年
、
明
治
生
ま
れ
の
人

も
少
な
く
な
り
、
ま
さ
に
「
明

治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
と
い
っ
た
感

が
あ
る
。
今
年
は
明
治
維
新
１
４
０
年

の
記
念
年
、
萩
市
で
は
記
念
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
中
心
に
、
明
治
維
新
史
学
会

の
招
致
、
幕
末
期
に
萩
で
製
造
さ
れ
て

英
国
に
渡
っ
た
長
州
砲
を
里
帰
り
さ
す

企
画
、
博
物
館
で
は
「
明
治
維
新
の
光

と
影
」
と
題
し
た
特
別
展
が
「
錦
の
御

旗
」
な
ど
も
展
示
し
て
開
か
れ
る
。
こ

こ
長
州
で
は
近
代
日
本
の
創
造
を
先
駆

け
た
先
達
に
は
格
別
の
思
い
が
あ
る
よ

う
で
、「
明
治
維
新
」
が
人
々
の
口
の

端
に
上
ら
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）
の
盛
夏
、

作
家
で
評
論
家
の
小
田
実
（
ま

こ
と
）
は
萩
の
町
に
い
た
。

　

小
田
は
、
留
学
先
の
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
貧
乏
世
界
旅
行
記
「
な
ん
で
も
み
て

や
ろ
う
」
が
爆
発
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
り
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
た
気
鋭
の
論

客
だ
。

小田　実（まこと）
（1932 〜 2007）
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話
は
そ
れ
る
が
、
徳
富
蘆
花
は
ロ

シ
ア
の
文
豪
ト
ル
ス
ト
イ
と
親

交
が
あ
り
、
か
っ
て
の
武
蔵
野
の
櫟
林

の
中
の
自
宅
は
記
念
館
と
な
り
、
蘆
花

の
遺
品
や
ト
ル
ス
ト
イ
と
の
交
流
の
記

念
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も

今
こ
の
地
は
開
発
さ
れ
て
芦
花
公
園
と

な
り
昔
日
の
面
影
は
な
い
が
。
蘆
花
の

兄
の
徳
富
蘇
峰
は
言
論
人
で
、
明
治
26

年
、
日
本
で
初
め
て
「
吉
田
松
陰
」
伝

を
出
版
し
、
そ
の
思
想
の
根
元
を
革
命

と
表
現
し
た
こ
と
が
、
偉
く
な
っ
た
長

州
人
の
高
官
た
ち
に
咎
め
ら
れ
、
結
局
、

改
革
と
書
き
改
め
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
生
ん
だ
。

　

徳
富
兄
弟
が
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
あ
っ
た

の
は
、
松
陰
と
も
親
交
の
あ
っ
た
伯

父
横
井
小
楠
の
影
響
だ
と
さ
れ
る
。
さ

ら
に
余
談
を
述
べ
れ
ば
、
国
木
田
独
歩

は
蘇
峰
の
支
援
を
受
け
て
山
口
や
佐
伯

へ
繋
が
り
、
蘇
峰
か
ら
聞
い
た
松
陰
や

そ
の
門
下
生
の
こ
と
に
心
引
か
れ
、
冨

永
有
隣
を
モ
デ
ル
に
「
富
岡
先
生
」
を

書
く
。
人
の
縁
の
妙
は
今
も
変
わ
ら
な

い
が
、
明
治
の
頃
は
と
り
わ
け
顕
著
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

小
田
実
は
い
う
。「
私
た
ち
が
と

も
す
れ
ば
陥
り
が
ち
な
の
は
、

歴
史
を
『
過
程
』
と
し
て
で
な
く
『
結

果
』
と
し
て
捉
え
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
博
物
館
の
ガ
ラ

ス
ケ
ー
ス
の
な
か
の
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う

に
し
て
存
在
す
る
に
ち
が
い
な
い
。」

　
「
し
か
し
、
ど
う
な
の
か
。
松
陰
に

と
っ
て
、
維
新
は
決
し
て
『
結
果
』
で

は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
は

『
過
程
』
で
あ
り
、『
過
程
』
の
な
か
で

彼
は
倒
れ
た
。」

　
「
歴
史
を
『
過
程
』
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
は
、
歴
史
を
現
在
と
連
続
し
た

か
た
ち
で
と
ら
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

の
意
味
で
、私
に
と
っ
て
は
、萩
は
「
聖

地
」
で
は
な
い
。
萩
も
ま
た
、
私
の
住

む
東
京
同
様
に
、
私
た
ち
が
現
在
直
面

し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
ま
る
ご

と
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
土
地
な
の
に
ち
が

い
な
い
。
私
は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な

が
ら
、
萩
の
市
街
を
歩
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
維
新
ゆ
か
り
の
旧
蹟
を
め
ぐ
っ
た
。」

　

小
田
は
明
確
な
歴
史
観
を
基
軸
に
幅

広
い
評
論
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、「
状

況
か
ら
」
に
は
萩
出
身
の
明
治
の
外
交

官
、
青
木
周
蔵
に
章
を
割
い
て
い
る
。

青
木
は
ド
イ
ツ
通
で
井
上
馨
、
大
隈
重

信
両
外
務
大
臣
の
次
官
と
し
て
、
明
治

政
府
の
最
大
の
外
交
課
題
、
不
平
等
条

約
の
改
正
に
務
め
、
大
隈
の
遭
難
で
自

ら
が
外
相
と
な
っ
て
成
果
を
あ
げ
た
有

能
な
官
僚
政
治
家
な
の
だ
が
、
小
田
は

次
官
＝
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
視
点
を
置
き
、

そ
の
手
法
、
哀
歓
、
傲
慢
を
通
し
て
明

治
の
官
僚
と
官
僚
制
度
の
有
り
様
を
解

き
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
40
年
前
の

分
析
な
の
だ
が
、
今
日
な
お
中
央
官
僚

の
現
状
に
相
通
じ
興
味
深
い
。

　

小
田
は
維
新
百
年
の
節
目
の
年
に
萩

の
ま
ち
を
訪
れ
、
諸
々
の
感
慨
を
持
っ

た
の
だ
が
、
40
年
経
た
今
、
萩
の
町
は

ど
の
よ
う
な
「
維
新
の
聖
地
」
な
の
か
。

「
維
新
の
聖
地
」
を
人
々
は
ど
う
理
解

し
糧
に
し
て
い
る
の
か
。

　

小
田
実
は
、
連
綿
と
続
く
歴
史
の
流

れ
の
中
で
視
座
を
定
め
軸
足
が
ぶ
れ

な
い
よ
う
に
生
き
て
行
け
と
私
た
ち
に

語
り
か
け
て
い
る
。
小
田
は
去
年
の
夏
、

惜
し
ま
れ
つ
つ
世
を
辞
し
た
。

（
高
井　

誠　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

　

我
社
は
、
長
期
療
養
型
病
院
・
が
ん
健
診

セ
ン
タ
ー
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
医
療
関
連
事
業
、
総
合
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
並
び
に
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
の
３
本
柱
を
主
な
業
務
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
お
客
様
第
一
主
義
に
徹
す
る
」を
経
営
理

念
に
掲
げ
、お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
社
員
一

人
ひ
と
り
が
日
々
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
ビ
ル
の
所
有
形
態
の
多
様
化
が

進
み
、
外
資
系
投
資
フ
ァ
ン
ド
な
ど
が
複
数

の
ビ
ル
を
所
有
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
オ
ー
ナ
ー

様
に
代
わ
っ
て
そ
れ
ら
複
数
の
ビ
ル
を
総
合

的
に
管
理
し
、
ビ
ル
の
資
産
価
値
を
高
め
る

ニ
ー
ズ
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
の
が
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
す
。具
体
的
に
は
、建
物
の
オ
ー
ナ
ー

様
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
建
物
の
維
持
管
理

業
務
や
テ
ナ
ン
ト
業
務
・
資
産
管
理
業
務
な

ど
を
一
括
し
て
行
う
業
務
で
す
。

　

当
社
で
は
こ
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
オ
ー
ナ
ー
様

か
ら
の
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
当
社
の
持
つ
総
合
力
を
発
揮
し
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
発
展
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
部　

清
水
章
男
（
萩
商
昭
和
59
年
卒
）

株式会社ビケンテクノ（東証・大証二部上場）
　設立：昭和 38 年 5 月 14 日
　代表取締役社長：梶山 高志（萩市出身：萩商工高校卒業）
　業種：総合ビルメンテナンス業（サービス業）
　本社：大阪府吹田市　東京本部：東京都渋谷区
　支店：大阪、東京、札幌、福岡、他３ヶ所　営業所：全国 13 ヶ所

投稿
梶
山
高
志
社
長（
萩
商
工
昭
和
29
年
卒
）

は
じ
め
萩
商
業
出
身
者
が
24
人

（
株
）ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ
（
大
阪
府
吹
田
市
）

原
点
か
ら
の
旅

　

気
楽
で
重
い
日
本

（
昭
和
44
年 

徳
間
書
店
）
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昭
和
42
年
卒
業
後
、
準
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
に
入
社
し
、
東
京
に
18
歳
で
上
京
。

本
社
に
て
３
ヶ
月
の
教
育
期
間
を
経
て
、

東
京
都
内
の
公
団
住
宅
７
６
４
世
帯
の

現
場
に
初
配
属
。
職
員
数
28
名
、
請
負

金
は
当
時
の
金
で
43
億
円
規
模
の
現
場

で
あ
っ
た
。
毎
日
の
よ
う
に
炎
天
下
の

中
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
、
職
人
さ

ん
が
帰
っ
た
後
は
施
工
図
・
工
程
表
・

発
注
書
・
明
日
の
仕
事
の
作
業
指
示
書

を
書
き
、
昼
夜
の
境
無
く
働
い
て
い
た

記
憶
が
残
る
。
以
降
、
関
東
地
区
の
現

場
を
廻
り
、
４
年
の
定
期
異
動
で
広
島

支
店
に
転
勤
。
内
勤
と
な
っ
た
。
技
術

者
と
し
て
建
物
の
見
積
を
す
る
業
務
を

34
年
余
り
勤
め
上
げ
た
。

　

先
輩
の
指
導
や
同
僚
の
励
ま
し
を
受

け
、
何
と
か
後
輩
を
育
て
る
こ
と
も

で
き
、
ま
た
私
生
活
で
は
３
人
の
子
供

も
成
人
し
、
結
婚
も
し
、
孫
も
で
き
た
。

自
身
一
仕
事
終
え
た
と
い
う
達
成
感
も

あ
り
、
２
年
前
、
培
っ
て
き
た
ス
キ
ル

を
ベ
ー
ス
と
し
た
建
築
事
務
所
を
設
立
。

ズーム
アップ

コ
ス
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
㈱
代
表
取
締
役

か
ら
た
ち
会　

広
島
支
部
長

藤
本　

正
さ
ん

（
広
島
市
佐
伯
区
在
住 

59
歳
）

私
の
歩
ん
で
き
た
道

プロフィール

昭
和
24
年
１
月
１
日

昭
和
42
年
３
月

昭
和
42
年
４
月

平
成
18
年
12
月

友
人
知
人
か
ら
の
仕
事
の
依
頼
を
受
け

毎
日
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る
。
前
々
か

ら
思
っ
て
は
い
た
が
、
世
間
は
『
人
対

人
』
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
今
は
全
て

に
感
謝
し
つ
つ
過
し
て
い
る
し
、
こ
れ

か
ら
も
そ
う
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

私
が
入
学
を
し
た
の
は
萩
商
工
高
校
。

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
い
わ
ゆ
る
団

塊
の
世
代
）
で
生
徒
数
も
急
増
す
る
中

で
の
入
学
で
あ
っ
た
。
当
時
は
萩
工
業

高
校
と
し
て
の
新
設
校
建
設
が
急
ピ
ッ

チ
に
行
わ
れ
て
い
る
さ
な
か
で
、
完
成

し
て
い
た
の
は
普
通
教
室
棟
、
管
理
棟
、

実
習
室
棟
の
み
で
、
グ
ラ
ン
ド
は
未
整

備
の
田
ん
ぼ
。
剣
道
・
柔
道
等
の
授
業

は
萩
商
業
の
体
育
館
ま
で
、
あ
の
短
い

休
憩
時
間
を
使
っ
て
全
員
ラ
ン
ニ
ン
グ

で
往
復
し
た
思
い
出
が
強
く
残
っ
て
い

る
。
卒
業
時
期
に
至
っ
て
も
体
育
館
は

無
く
、
卒
業
式
は
萩
市
公
民
館
で
の
挙

行
で
あ
っ
た
。

　

建
築
の
教
科
実
習
と
し
て
学
校
施
設

の
不
足
し
て
い
た
も
の
を
生
徒
自
身
が

萩
市
吉
田
町
生
ま
れ

萩
工
業
高
等
学
校
（
建
築
科
）
卒
業

藤
田
組
株
式
会
社
（
現
㈱
フ
ジ
タ
）
入
社

東
京
支
店
、
広
島
支
店
、
名
古
屋
支
店
、

広
島
支
店
と
４
支
店
で
勤
務
す
る
。

コ
ス
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株
式
会
社
（
一
級

建
築
士
事
務
所
）
設
立
。
現
在
に
至
る

萩
工
業
高
等
学
校　

昭
和
42
年
卒

学
校
の
統
廃
合
に
想
う

手
作
り
で
、
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
新
設
校
と
し
て
の
歴
史
を

創
る
、
男
子
校
と
し
て
の
校
風
を
創
る
、

な
ど
教
職
員
を
始
め
生
徒
全
員
が
気
概

を
持
ち
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が

思
い
浮
ぶ
。

　

少
子
高
齢
化
の
時
代
が
訪
れ
、
今
年

か
ら
昔
懐
か
し
い
校
名
、
萩
商
工
高

校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
な
ん
だ
か
判
ら
な
い
が
無
性
に
懐

か
し
い
思
い
が
す
る
。
新
し
く
萩
商
工

高
校
に
集
わ
れ
た
皆
さ
ん
。
新
校
名
の

下
、
楽
し
く
明
る
い
新
し
い
校
風
を
築

き
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。

　

ど
こ
に
い
て
も
ご
出
身
は
？
と
聞
か

れ
て
、『
萩
で
す
！
』。
と
胸
を
張
っ
て

言
え
る
ふ
る
さ
と
が
萩
で
す
。
た
ま
に

は
帰
郷
し
、
ふ
る
さ
と
の
香
り
、
ふ
る

さ
と
に
暮
ら
す
人
の
温
も
り
、
ふ
る
さ

と
の
町
の
移
り
変
わ
り
に
接
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

萩
を
想
う
人
へ

　からたち会広島支部は毎年７月第
２週土曜日にたちばな会と共に支部
総会をしています。来年は学校の統
廃合に伴い、たちばな・からたち会
が一緒になり、新しい同窓会名にて
挙行することとなるでしょう。是非、
広島近辺にご在住の同窓生の皆さん
の参加を期待しています。

からたち会広島支部
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土
壌
改
良
を
し
て
い
ま
す
。
２
つ
目

の
こ
だ
わ
り
は
“
水
”。
福
賀
地
区

は
火
山
灰
系
の
土
壌
で
、
溶
岩
地
層

に
よ
っ
て
ろ
過
さ
れ
た
良
質
の
地
下

水
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
３
つ
目
は

組
合
員
の
“
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
”。

　

梨
づ
く
り
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は

丈
夫
な
木
と
葉
を
作
る
こ
と
。
葉

は
太
陽
の
光
を
、
根
は
栄
養
と
水
分

を
し
っ
か
り
吸
収
し
「
木
と
葉
が
丈

夫
に
な
れ
ば

良
い
梨
に
な

り
ま
す
」（
野

原
）。
９
月
下

旬
ま
で
あ
ぶ

ら
ん
ど
萩
農

業
協
同
組
合

各
支
所
や
阿

武
町
「
道
の

駅
」で
お
求
め

に
な
れ
ま
す
。

阿 武 町

あぶらんど萩農業協同組合福賀支所
住所　〒 758-0611
　　　阿武郡阿武町福賀
TEL　08388・5・0311
FAX　08388・5・0655
http://www.rakuten.co.jp/abra

　

味
覚
の
秋
に
は
福
賀
梨
で
す
。
福

賀
梨
生
産
組
合
の
17
人
の
手
に
よ
っ

て
年
間
２
７
０
ｔ
を
出
荷
し
て
い
ま

す
。
品
種
は
約
７
割
が
通
称“
青
梨
”

20
世
紀
、
残
り
の
２
割
が
“
赤
梨
”

豊
水
や
南
水
で
す
。

　

福
賀
梨
の
特
徴
は
、
糖
度
が
高
く

“
シ
ャ
キ
、
シ
ャ
キ
”
し
た
食
感
で

す
。
そ
の
秘
訣
は
、
標
高
３
５
０
～

４
０
０
ｍ
の
準
高
冷
地
で
の
栽
培
に

よ
る
激
し
い
寒
暖
の
差
に
あ
り
ま
す
。

梨
の
木
と
葉
は
日
中
、
太
陽
の
日
差

し
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

蓄
え
、
夜
に
な
る
と
温
度
が
約
10
℃

下
が
り
、
木
の
体
力
の
消
耗
を
抑
え

ま
す
。
そ
の
分
、
梨
の
実
に
栄
養
が

行
き
届
き
糖
度
が
で
る
と
い
う
仕
組

み
で
す
。

　

福
賀
梨
生
産
組
合
会
長
の
西
村
文

孝
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
は
、
堆
肥
は
も

ち
ろ
ん
“
有
機
肥
料
”
に
こ
だ
わ
り

　

６
月
に
須
佐
出
身
の
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
歌
手
・
き
た
だ
に
ひ
ろ

し
さ
ん（
川
崎
市
在
住　

40
歳
、
本
名
北
谷
洋
）が
、
須
佐
特

産
の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
テ
ー
マ
ソ
ン
グ「
男み

こ
と命

い
か

の
唄
」を
制
作
し
、
７
月
28
日
、
須
佐
湾
大
花
火
大
会
の
会
場

で「
凱
旋
ラ
イ
ブ
」を
行
い
ま
し
た
。

　

き
た
だ
に
さ
ん
は
、
旧
須
佐
町
の
出
身
で
、
育
英
小
学
校
→

須
佐
中
学
校
を
卒
業
。
島
根
県
益
田
東
高
校
に
進
学
後
、
歌

手
を
目
指
し
上
京
。
現
在
は
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
歌
手
と
し
て
第

一
線
で
活
躍
中
で
す
。
人
気
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」の

主
題
歌「
ウ
ィ
ー
ア
ー
」で
全
国
的
に
お
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

曲
は
、
日
本
海
の
荒
波
に
向
か
い
漁
を
す
る
漁
師
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
制
作
。
漁
師
の
気
持
ち
を
捉
え
た
曲
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

上
京
し
て
以
来
、
須
佐
で
凱
旋
ラ
イ
ブ
を
行
う
の
は
初
め

て
。
き
た
だ
に
さ
ん
は
、「
地
元
の
須
佐
で
、
親
の
前
で
歌
え

る
こ
と
が
嬉
し
い
」

　

現
在
の
須
佐
に
つ
い
て
、「
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
が
、
そ
の
反
面
変
わ
っ
て
ほ
し

く
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
。
田
舎
の
良
さ
を
残
し
つ
つ
、
活

性
化
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

田舎に対す
る

恩返しのつ
も

りで曲を作
り

ました！

１位 ２位 ３位
10代 ジョイフル どんどん ガスト
20代 どんどん マクドナルド ジョイフル

30代 どんどん ふくだや デンスケ屋
一福

40代 どんどん ふくだや デンスケ屋
50代 安兵衛 どんどん ふくだや

１位 ２位 ３位
10代 明屋書店 アトラス サンリブ

20代 アトラス サンリブ カジュアル
ショップGO

30代 アトラス 藤原商店 カジュアル
ショップGO

40代 丸久 藤原商店、八木百貨店
50代 しらがね書店、田町商店街 八木百貨店

よく友だちと外食した店は？

◎全ての世代に愛されているどんどん（昭和 46
年創業）。「学割 A（おむすび１個付き）」には、
多くの学生がお世話になりました。（現在300円）

　今年も８月８日に、萩高同窓会（八八会）
が開かれましたが、引き受けの 45 期（平５
年卒）が制作した栞から、世代別のアンケー
トの一部を紹介します。
　皆さんの思い出は、どこでしたか？

〜アンケートで振り返る〜

須佐出身の
アニメソング歌

手

福 賀 梨

萩高八八会の栞
しおり

から
萩高生・古今東西

Ｑ

よく友だちと買物した店は？Ｑ

きただにひろしさん
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04（
平
成
16
）年
、
中
小
企
業
庁
が
新

設
し
た
『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成

支
援
事
業
』
に
申
請
・
採
択
さ
れ
た
の

を
皮
切
り
に
、
竹
製
の
家
具
や
生
活
用

品
の
製
作
を
、
先
進
地
で
あ
る
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
委
託
し
、
高

品
質
か
つ
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
富
ん
だ
製

品
の
試
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
展
覧

会
を
萩
市
内
や
東
京
で
開
き
、
市
場
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
05
年
に
は
、『
ジ
ェ
ト
ロ
・
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
海
外
販
路
開
拓
支

援
事
業
』
に
採
択
さ
れ
、「
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
世
界
へ
」
と
い
う
可
能
性
が
生
ま

れ
、
展
覧
会
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ヘ
ル

シ
ン
キ
で
開
催
。
そ
の
展
覧
会
は
高
評

価
で
、
現
地
で
は
数
件
の
商
談
も
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
北
欧
大
手
家
具
メ
ー

カ
ー
・
ア
ル
テ
ッ
ク
社
と
の
提
携
が
結

ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
化

の
目
途
が
た
ち
、
会
社
設
立
の
準
備
が

進
め
ら
れ
、
地
元
企
業
な
ど
14
事
業
者

の
出
資
の
も
と
、
晴
れ
て
『
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

　

萩
の
名
産
と
い
え
ば
、
全
国
的
に
有

名
な
の
は
萩
焼
だ
と
誰
も
が
答
え
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
萩
焼
だ
け
で
な
く
、

海
の
幸
を
は
じ
め
、
農
畜
産
品
、
地
酒

や
萩
ガ
ラ
ス
な
ど
、
萩
が
誇
る
産
物
は
、

ま
だ
ま
だ
存
在
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
う
ち
の
一
つ
が
【
竹
】。
萩
の
竹
は
、

そ
の
品
質
の
良
さ
か
ら
、
高
級
和
す
だ

れ
や
、
札
幌
、
函
館
を
走
っ
た
除
雪
車

両
「
さ
さ
ら
電
車
」
の
竹
製
ブ
ラ
シ
の

材
料
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
化
学
合
成
製
品
主

流
の
時
代
と
な
り
、
竹
の
需
要
は
減
り
、

竹
産
業
の
衰
退
だ
け
で
な
く
、
繁
殖
力

の
強
い
竹
林
は
荒
廃
が
進
み
、
森
林
や

里
山
を
侵
食
す
る
と
い
っ
た
、
環
境
問

題
に
ま
で
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
良
質
な
が
ら
も
厄
介

モ
ノ
の
竹
を
、
萩
焼
に
次
ぐ
地
元
の
高

付
加
価
値
商
品
に
変
え
ら
れ
な
い
か
と
、

２
０
０
２（
平
成
14
）年
か
ら
萩
商
工
会

議
所
が
中
心
と
な
り
、『
有
限
責
任
中

間
法
人
・
萩
の
竹
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協

議
会
』
を
設
立
し
、
竹
の
有
効
活
用
へ

の
研
究
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

Ｔ
タ ケ

ＡＫＥ Ｃ
ク リ エ イ ト

ｒｅａｔｅ Ｈ
ハ ギ

ａｇｉ㈱
シリーズ⑩ 萩 の 元 気 企 業 探 訪

萩の名産 “ 竹 ” に着眼し、新しい形で、現代社会に合ったブランドを創れないかと、萩商工会議所主導の下、
準備に４年の歳月を掛け、平成 18 年３月に設立されたＴＡＫＥ Ｃｒｅａｔｅ Ｈａｇｉ株式会社を訪問しました。

Ｃｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｈ
ａ
ｇ
ｉ
株
式
会
社
』
の

設
立
と
な
り
ま
し
た
。

　

07（
平
成
19
）年
１
月
30
日
に
工
場

を
竣
工
、
翌
２
月
１
日
よ
り
作
業
が
開

始
さ
れ
、
２
月
19
日
に
は
ア
ル
テ
ッ
ク

社
よ
り
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
技
術
責
任
者
が

来
訪
。
本
格
的
な
共
同
開
発
作
業
が
ス

タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
の

テ
ー
マ
は
、
４
月
に
イ
タ
リ
ア
で
開
催

さ
れ
る
世
界
的
な
家
具
展
示
会
で
あ
る

「
ミ
ラ
ノ
・
サ
ロ
ー
ネ
」
国
際
家
具
見

本
市
へ
の
出
展
製
品
の
開
発
で
し
た
。

　

北
欧
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
で
あ
る
「
シ

ン
プ
ル
で
飽
き
の
こ
な
い
デ
ザ
イ
ン
」

に
、
竹
の
特
徴
で
あ
る
強
度
が
考
慮
さ

れ
、
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
た

数
種
類
の
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
の
試
作
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
を
家
具
に
す
る
場
合
、
筒
状
の
竹

を
６
～
８
等
分
し
、
平
板
状
に
加
工
し

た
も
の
を
張
り
合
わ
せ
て
角
材
に
し
、

そ
の
後
、
製
品
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
薄

サイドテーブル
複雑な曲げ加工による組み合
わせで北欧デザインの特徴が
生かせる。３万〜４万円

ベンチ
薄くスライスした竹板を積層・
曲げ加工を行うという特殊な工
程から生まれる。６万〜７万円

刀禰勇代表取締役
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い
板
状
に
ス
ラ
イ
ス
。
そ
れ
を
組
み
合

わ
せ
て
曲
げ
加
工
を
施
し
、
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
形
状
に
切
り
出
す
と
い
う
工
程

で
製
作
さ
れ
ま
す
。（
写
真
、
右
）

　

竹
は
繊
維
質
が
強
く
硬
い
た
め
、
加

工
が
難
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
同
社
も

開
発
当
初
は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

技
術
者
を
悩
ま
せ
た
よ
う
で
す
が
、
こ

の
経
験
が
、
蓄
積
さ
れ
た
技
術
力
と
な

り
、他
で
は
真
似
で
き
な
い
複
雑
な“
曲

げ
加
工
技
術
”
を
取
得
し
、
試
作
品
が

完
成
。「
ミ
ラ
ノ
・
サ
ロ
ー
ネ
」
へ
の

出
品
に
よ
り
、
海
外
の
メ
ー
カ
ー
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年（
08
年
）２
月
か
ら
は
ア
ル
テ
ッ

ク
社
向
け
正
規
製
品
の
出
荷
が
開
始
さ

れ
、
現
在
は
サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
・
ベ
ン

チ
な
ど
数
種
類
の
製
品
が
続
々
と
製
造

さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
、
右
上
）

　

代
表
取
締
役
で
あ
る
刀
禰
勇
氏
は
、

「
竹
は
木
に
比
べ
る
と
再
生
能
力
が
非

常
に
高
く
地
球
環
境
に
も
優
し
い
エ
コ

資
源
。
そ
の
竹
が
萩
に
は
た
く
さ
ん
あ

り
、
し
か
も
良
質
。
ま
た
、
世
界
的
に

見
て
も
、
家
具
の
素
材
と
し
て
使
っ
て

い
る
例
は
少
な
く
、
こ
の
竹
か
ら
生
ま

れ
る
家
具
は
、
ま
さ
に
付
加
価
値
の
高

い
新
素
材
」

　
「
竹
は
木
材
と
比
べ
作
業
工
程
の
多

さ
や
、
加
工
の
難
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、

技
術
力
と
製
品
の
高
付
加
価
値
化
で
克

服
し
、
竹
の
特
徴
を
生
か
し
た
製
品
作

り
で
、
新
た
な
分
野
を
切
り
開
い
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
、「
こ
の
事
業
は
、

環
境
問
題
の
改
善
や
地
元
の
雇
用
創
出

な
ど
得
ら
れ
る
も
の
も
多
く
、
地
域

の
た
め
に
も
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」。

ま
た
、「
現
在
は
、
ア
ル
テ
ッ
ク
社
の

製
品
と
し
て
竹
製
家
具
を
製
造
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製

品
を
確
立
さ
せ
、『
萩
の
竹
ブ
ラ
ン
ド
』

　　　　　　　　　アルテック社
北欧・フィンランドの伝統ある家具メー
カー。建築界の巨匠であるアルヴァ・アア
ルトが設立。世界的シェアを持ち、国内で
はヤマギワ㈱が代理店

ＴＡＫＥ Ｃｒｅａｔｅ Ｈａｇｉ 株式会社
資  本  金:4,500万円　従業員数：21名
事業内容：竹製家具の製造
住　　所：〒758-0212　萩市大字福井下
　　　　 字稗田297番の１　
TEL 0838・52・5535

と
し
て
世
界
へ
向
け
て
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
将
来
展
望
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
竹
の
素
材
感
を
生
か
し
た

商
品
が
人
々
の
生
活
を
潤
す
と
同
時
に
、

竹
林
整
備
に
伴
う
自
然
環
境
へ
の
貢
献

や
、
更
に
は
地
域
経
済
の
活
性
化
の
先

兵
と
し
て
萩
と
世
界
を
結
ぶ
企
業
へ
と

成
長
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｈ
ａ
ｇ
ｉ

株
式
会
社
が
製
造
し
て
い
る
製
品
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ア
ル
テ
ッ
ク
社
の
正
規

製
品
で
あ
り
、
製
造
＝
輸
出
と
な
る
た

め
、
国
内
で
は
、
ヤ
マ
ギ
ワ
㈱
が
ア
ル

テ
ッ
ク
社
の
代
理
店
と
し
て
販
売
し
て

お
り
、
現
在
で
は
、
都
市
部
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に
数
点
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
社
は
、
08
年
５
月
に
、
竹

製
ベ
ン
チ
12
脚
を
山
口
県
に
寄
贈
さ
れ
、

県
庁
の
ほ
か
、
山
口
宇
部
空
港
、
新
山

口
駅
、
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

萩市福井下に完成した工場。
近隣には良質な竹が自生する。

05年フィンランド・ヘルシンキでの展覧会

ＣＬＡＳＳＩＣＯＣＬＡＳＳＩＣＯ　
　
　

Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
と
は
イ
タ

　
　
　

リ
ア
語
で
、「
昔
な
が
ら
の
」

「
古
典
的
な
」と
い
う
意
味
。
そ
の
名

前
の
通
り
、
店
内
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

照
明
で
柔
ら
か
な
光
を
帯
び
、
ゆ
と

り
の
あ
る
大
き
な
カ
ウ
ン
タ
ー
、
そ

し
て
チ
ェ
ア
は
カ
ッ
シ
ー
ナ
・
イ
ク
ス

シ
ー
と
、
格
式
を
う
か
が
わ
せ
る
よ

う
な
空
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

店
名
、
店
の
雰
囲
気
、
そ
し
て
ワ

イ
ン
と
聞
く
と
敷
居
が
高
い
お
店
と

感
じ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
実
際

入
店
し
て
み
る
と
、
気
軽
に
楽
し
く

お
酒
を
味
わ
え
、
一
緒
に
訪
れ
た
人

と
良
い
時
間
を
過
ご
せ
る
店
で
、
Ｃ

Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
だ
け
ど
新
鮮
な
感

じ
、
言
わ
ば
温
故
知
新
と
い
う
言
葉

が
似
合
う
お
店
で
す
。

　

マ
ス
タ
ー
を
務
め
る
の
は
、
東
京

の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
10
年
ソ
ム

リ
エ
を
さ
れ
て
い
た
栗
下
誠
司
さ
ん

（
42
歳
）。

　
「
お
酒
だ
け
じ
ゃ
な
く
料
理
も
楽
し

め
る
の
で
一
軒
目
の
お
店
と
し
て
も
ご

利
用
で
き
ま
す
よ
。」
と
言
わ
れ
、
お

客
に
合
っ
た
お
酒
の
チ
ョ
イ
ス
だ
け
で

な
く
、
お
酒
に
あ
っ
た
料
理
も
、
本

格
的
な
も
の
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
薦
め
は
、
ト
マ
ト
ベ
ー
ス
の
ニ
ー

ス
風
サ
ラ
ダ
と
見
蘭
牛
の
ホ
ホ
肉
赤

ワ
イ
ン
煮
込
み
。
そ
の
美
味
し
さ
に
、

お
酒
も
つ
い
つ
い
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

ワイン＆バー　クラシコ
住所：萩市下五間町74 蔵屋敷ビル２F
ＴＥＬ・ＦＡＸ：0838・25・2970
営業時間：18時〜24時　定休日：日曜日

話題の
お店！

ワイン＆バー

Ｃ
［クラシコ］
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からたち会九州支部総会
７月26日

小倉飯店（北九州市）

テーマは「来
らいしゃにょき

者如帰」。来る者帰るが如し。
来られた方が、自分の家に帰って安らげ
るよう引受の 45 期一同おもてなしを心
がけました。クロマグロの解体ショーが
約 550 人の参加者の注目を集めました。

萩高校同窓会・八八会
８月８日

萩高校体育館（萩市）

○
福
井
圭
見
（
周
南
市
）

　

平
成
16
年
７
月
に
、
萩
商
工
、
萩
工
業
、

萩
商
業
の
300
人
余
り
の
卒
業
生
で
発
足
し

ま
し
た
。
今
年
は
５
周
年
記
念
で
、
７
月

５
日
に
卒
業
生
の
多
い
日
立
製
作
所
・
笠

戸
工
場
（
下
松
市
）
の
見
学
を
実
施
し
ま

し
た
。
夜
は
同
窓
会
で
昭
和
28
年
卒
の
方

か
ら
平
成
20
年
卒
ま
で
48
人
の
参
加
で
新

し
い
萩
商
工
の
校
歌
で
開
宴
し
ま
し
た
。

　

周
南
地
区
に
在
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
、
ぜ
ひ
一
度
ご
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。
事
務
局
は
福
井
圭
見
（
昭
41
年
萩

商
卒
、
０
８
３
４
・
６
４
・
５
５
１
２
）

萩光塩学院同窓会
８月10日

大谷山荘（長門市）

23 人出席。来年から新しい同窓会として
発足します。旧役員の皆さん、お疲れさま。

○
佐
伯
雅
人
（
埼
玉
県
新
座
市
）

　

平
成
４
年
に
関
東
地
区
在
住
の
小
川
地
区
出
身

者
に
よ
り
、
結
成
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
萩
・
小
川

会
」
の
懇
親
会
が
、
６
月
29
日
、
東
京
都
御
徒
町

の
吉
池
本
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
16
回
目
を
迎

え
た
ふ
る
さ
と
会
も
、
年
々
加
齢
と
と
も
に
顔
ぶ

れ
が
減
少
し
、
今
年
は
24
人
が
集
い
、
ふ
る
さ
と

の
遠
い
昔
を
思
い
な
が
ら
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

出
席
で
き
な
か
っ
た
方
か
ら
の
近
況
や
田
万
川

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
カ

ラ
オ
ケ
に
も
力
が
入
り
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
い
郷

土
の
香
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。
大
都
会
の
喧
騒
の

な
か
で
一
年
に
一
度
、
こ
う
し
た
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
機
会
を
も
つ
こ
と
が
い
か
に
有
意
義
で

あ
る
か
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

　

今
後
は
地
元
田
万
川
の
方
々
と
の
交
流
会
も
検

討
し
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
本
誌
を
ご
覧
の
小
川
出
身
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
会
長
・
事
務
局

は
佐
伯
雅
人
（
０
４
２・４
７
３・６
５
９
６
）

「クラス会をいつ、どこで開催します」
という情報をお寄せください。萩の資
料送ります。投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.yamaguchi.jp

情報ください！

来年からは小・中・高校の同窓
会を一緒に行うことになるので、
女性中心の同窓会は今年が最後。

27人出席。最後は恒例の校歌。
（上）工業高（下）商業高

会員
投稿

ふるさと萩・小川会
６月２９日

吉池本館（台東区）

７月５日

ザ・グラマシー（周南市）

たちばな会・からたち会
周南地区同窓会

７月12日

ホテルセンチュリー広島21（広島市）

たちばな会・からたち会
広島支部総会
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供
。
メ
ニ
ュ
ー
は
約
50
種
類
あ
り
、

１
２
０
席
以
上
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

空
間
で
食
事
で
き
ま
す
。

　
「
食
に
関
心
の
あ
る
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
採
れ
た
て
の
野
菜
は
、
宿

泊
の
お
客
様
に
も
、
地
元
の
方
に
も

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
澤

野
秀
人
代
表
取
締
役
社
長
。

　
「
レ
ス
ト
ラ
ン
の
帰
り
際
に
、
お

食
事
さ
れ
て
気
に
入
っ
た
野
菜
を
市

場
で
買
っ
て
く
だ
さ
る
の
を
見
か
け

る
と
嬉
し
い
で
す
ね
」。

　
「
こ
れ
か
ら
秋
は
、
旬
な
果
物
が

豊
富
に
揃
い
ま
す
。
新
鮮
で
、安
心
・

安
全
な
食
を
提
供
し
な
が
ら
、地
産
・

地
消
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
萩
の
魅

力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」。

ン
。
売
り
は
、
と

れ
た
て
市
場
で
販

売
し
て
い
る
新
鮮

な
食
材
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
。

　

郷
土
料
理
の

の
っ
ぺ
い
汁
や
い

と
こ
煮
、
わ
か
め

む
す
び
な
ど
、
萩

に
伝
わ
る
昔
な
が

ら
の
料
理
を
、
地

元
産
の
食
材
で
提

　

市
場
は
約
６
０
０
㎡
の
ロ
ビ
ー
を

改
修
し
て
、
７
月
19
日
に
オ
ー
プ
ン
。

毎
日
午
前
７
時
か
ら
、
萩
市
と
阿

武
町
で
採
れ
た
旬
の
ダ
イ
コ
ン
や
ナ

ス
、
ト
マ
ト
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
野

菜
や
果
物
が
種
類
も
豊
富
に
揃
い
ま

す
。
農
家
か
ら
直
接
仕
入
れ
た
も
の

に
こ
だ
わ
り
、
袋
に
は
生
産
者
の
名

前
な
ど
を
表
示
し
、
仲
買
を
省
い
て

い
る
た
め
価
格
も
割
安
。

　

農
産
物
の
ほ
か
に
も
、
刺
身
や
干

物
、
蒲
鉾
な
ど
の
水
産
関
係
、
米

や
し
ょ
う
ゆ
、
日
本
酒
な
ど
も
並
び
、

宿
泊
客
の
ほ
か
、
市
民
に
も
ス
ー

パ
ー
に
寄
る
感
覚
で
好
評
で
す
。

　

観
光
客
や
市
民
も
訪
れ
る
バ
イ
キ

ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
２
階
に
オ
ー
プ

萩グランドホテル天空（古萩町）は７月、農家から直接仕入れた野菜
を販売する「萩の台所とれたて市場」を、１階ロビーに開店しました。
農業の一次産業と、ホテルと観光の三次産業を融合した、新しいサー
ビスが目的。ホテルのワンフロアーを全面的に市場にした例は、全国
的にも例がなく、その取り組みが注目されています。

越ヶ浜に「風
かざあな
穴の店」が

オープン!!

　

暑
い
夏
で
も
、
大
自
然
に
囲
ま
れ

た
ひ
ん
や
り
と
し
た
天
然
ク
ー
ラ
ー

の
中
で
く
つ
ろ
げ
る
。
そ
ん
な
お
店

が
、
７
月
１
日
、
明
神
池
奥
に「
風
穴

の
店
」と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
店
に
は
、
風
穴
か
ら
、
真
夏

で
も
約
13
℃
の
冷
た
い
風
が
流
れ
て

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
笠
山
を
形
造
っ

て
い
る
多
孔
質
の
岩
石
に
雨
水
や
海

水
が
浸
透
し
、
そ
の
水
が
蒸
発
す
る

と
き
に
周
囲
の
熱
を
奪
い
、
温
度
を

下
げ
る
た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
風
穴
定
食

１
５
０
０
円
（
フ
グ
の
唐
揚
げ
や
タ

タ
キ
、
貝
汁
な
ど
）、
サ
ザ
エ
つ
ぼ

焼
き
、
イ
カ
焼
き
、
い
と
こ
煮
、
ワ

カ
メ
む
す
び
な
ど
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
献
立
で
、
安
心
・
安
全
・
安
価
。

　

昨
年
ま
で
漁
協
婦
人
部
が
夏
季

限
定
で
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
、
フ
グ
料
理
で
有
名
な

広
松
（
越
ヶ
浜
）
の
調
理
課
長
、

井
町
太た

か
い
ち

佳
一
・
ひ
と
み
さ
ん
ご
夫

婦
が
「
越
ケ
浜
を
な
ん
と
か
元
気

に
し
た
い
」
と
引
き
継
ぎ
、
年
間

を
通
し
て
営
業
し
ま
す
。「
地
元
の

方
に
も
気
軽
に
寄
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
将
来
は
、
年
間
を
通
じ
て

萩
の
フ
グ
を
食
べ
ら
れ
る
お
店
に

し
た
い
で
す
ね
」。

　

天
然
ク
ー
ラ
ー
の
中
で
森
林
浴
を
し

な
が
ら
、サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
や
、
イ
カ

焼
き
な
ど
の
名
物
料
理
を
肴
に
、
冷

え
た
ビ
ー
ル
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
「
風
穴
の
店
」　

越
ケ
浜
明
神
池

奥
（
０
８
３
８
・
２
５
・
５
０
０
８
）、

午
前
10
時
～
午
後
４
時

定
休
日
：
水
曜
日

井町太佳一・ひとみさんと、看板娘の友香さん（長女）。

萩市今古萩町25番地（0838・25・1211）
http://www.hagi-gh.com
□萩の台所とれたて市場（7:00 〜 21:00）
□バイキングレストラン 25 番地
　昼：11:00 〜 14:30、1,365 円
　夜：18:00 〜 21:00、2,625 円
□萩温泉弘法寺の湯（800 円）

萩
の
台
所
と
れ
た
て
市
場

バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
25
番
地

新
鮮
、
安
心
・
安
全
な
食
で
、

萩
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い

〜夏でも13度の天然クーラー〜

萩グランドホテル天空 澤野代表取締役社長

話題の
お店！
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萩
高
校
を
卒
業
、
東
京
農
業
大
学
農

学
部
醸
造
学
科
に
進
学
・
卒
業
し
、
家

業
で
あ
る
株
式
会
社
澄
川
酒
造
場
に
平

成
９
年
入
社
。
４
代
目
と
し
て
杜と

う
じ氏
を

継
ぎ
、
今
年
４
月
に
代
表
取
締
役
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

田
舎
の
酒
蔵
に
生
ま
れ
育
ち
、
い
ず

れ
は
家
業
を
継
ぐ
も
の
だ
と
漠
然
と
考

え
て
い
た
学
生
時
代
で
し
た
。
し
か
し

大
学
３
年
の
時
に
、
酒
蔵
実
習
と
し
て

約
１
か
月
間
、
山
形
県
の
蔵
元
に
お
世

話
に
な
り
、
そ
の
時
に
出
会
っ
た
僕
と

年
が
そ
う
変
わ
ら
な
い
経
営
者
が
、
酒

造
り
の
現
場
を
指
揮
し
、
実
際
に
酒
造

り
を
さ
れ
て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
、「
僕
の
や
る
事
は
こ
れ
な
ん
だ
」
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
大
学
時
代
を
過

ご
し
た
東
京
は
、
全
国
か
ら
選
り
す
ぐ

り
の
地
酒
が
集
ま
る
、
言
わ
ば
地
酒
の

甲
子
園
。
そ
ん
な
東
京
市
場
で
自
分
の

造
っ
た
お
酒
で
勝
負
し
て
み
た
い
と
思

い
始
め
た
の
も
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
で

し
た
。

　

酒
造
り
に
本
格
的
に
向
か
い
合
う
よ

う
に
な
り
、
日
本
酒
は
「
出
来
る
も
の

で
は
な
く
造
る
も
の
」
だ
と
知
り
ま
し

た
。
ワ
イ
ン
な
ど
は
葡
萄
の
出
来
で
味

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
日
本
酒
は
造

り
手
次
第
で
味
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
そ
こ
に
自
分
を
表
現
で
き

る
と
い
う
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
造
り
手
と
な
っ
た
と
き
、
食

品
の
安
全
性
へ
の
不
安
を
感
じ
、
酒
造

り
は
、
化
学
と
生
物
と
物
理
の
知
識

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
自
然
任
せ
で
は
な
く
、

計
算
上
の
作
品
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
け
で
す
。
や
は
り
「
出
来
る
も
の
で

は
な
く
造
る
も
の
」
な
の
で
す
。

　

３
代
目
の
父
か
ら
「
良
い
モ
ノ
を

造
れ
ば
自
ず
と
評
価
さ
れ
る
。」
と
教

え
ら
れ
、
そ
の
教
え
は
酒
造
り
で
守
り

つ
つ
も
、
東
京
市
場
で
勝
負
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
も
強
く
、
当
初
は
父
と
二

人
で
東
洋
美
人
を
手
に
し
、
東
京
の
有

名
酒
店
を
渡
り
歩
き
ま
し
た
。
転
機
と

な
っ
た
の
は
、
表
参
道
ヒ
ル
ズ
な
ど
に

も
店
舗
を
構
え
る
【
は
せ
が
わ
酒
店
】

に
認
め
て
も
ら
え
、
東
洋
美
人
を
ラ
ン

ク
の
高
い
お
酒
と
し
て
扱
っ
て
も
ら
え

た
こ
と
で
す
。

　

現
在
で
は
新
規
開
拓
も
せ
ず
、「
う

ち
に
置
か
せ
て
も
ら
え
な
い
か
？
」
と

仰
っ
て
く
だ
さ
る
全
国
で
35
社
の
酒
店

と
日
本
航
空
（
国
際
線
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
用
）
の
み
に
卸
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
し
て
直
販
も
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
よ
く
直
販
の
問
い
合
わ
せ
を
い

た
だ
く
の
で
す
が
、
私
の
酒
造
り
の
理

念
と
し
て
「
お
米
造
り
を
し
て
く
だ
さ

る
農
家
の
方
々
、
私
ど
も
日
本
酒
の
作

り
手
、
お
酒
を
売
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
酒
販
店
の
方
々
、
お
酒
を
お
客
様
に

（
株
）澄
川
酒
造
場澄

川 
宣た
か
ふ
み史 

さ
ん

（
萩
市
大
字
中
小
川
在
住　

35
歳
）

提
供
く
だ
さ
る
飲
食
店
の
方
々
、
そ

し
て
実
際
に
お
酒
を
飲
ん
で
く
だ
さ
る

方
々
と
、
日
本
酒
が
国
酒
と
し
て
携
っ

て
い
る
す
べ
て
の
人
々
が
す
べ
て
の
面

で
幸
せ
に
な
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

を
！
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中

に
あ
る
酒
販
店
さ
ん
を
飛
び
越
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

い
く
つ
か
の
賞
を
い
た
だ
き
、
メ

デ
ィ
ア
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
学

生
時
代
に
抱
い
た
「
東
京
市
場
で
勝
負

で
き
る
お
酒
を
！
」
と
い
う
思
い
は
達

成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
評

価
は
、
従
業
員
の
酒
造
り
に
対
す
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
く
影
響
し
素
晴

ら
し
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の

学
生
時
代
の
思
い
は
、
単
な
る
自
己
満

足
だ
と
感
じ
て
い
る
現
在
の
自
分
が
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
造
り
手
と
し
て
、
萩
市

小
川
の
米
、
人
、
空
気
、
時
間
、
す
べ

て
が
詰
ま
っ
た
透
明
感
溢
れ
る
日
本

酒
造
り
を
目
指
し
つ
つ
、
経
営
者
と
し

て
は
、
い
い
意
味
で
も
、
悪
い
意
味
で

も
家
業
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
日
本
酒

蔵
の
、
昔
な
が
ら
の
良
い
と
こ
ろ
は
引

き
継
ぎ
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
な
が
ら
、

小
さ
い
な
が
ら
も
田
舎
で
輝
い
て
い
る

企
業
に
、
そ
し
て
日
本
酒
を
通
し
て
地

元
に
貢
献
で
き
る
会
社
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

［
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］

１
９
７
３
年
生
ま
れ
。
小
川
小
、
田
万

川
中
、
萩
高
校
93
年
卒（
44
期
）、
東
京

農
業
大
学
農
学
部
醸
造
学
科
卒
業
。

　

幕
末
の
風
雲
児
、
高
杉
晋
作
ゆ
か

り
の
グ
ラ
ス
と
酒
が
セ
ッ
ト
で
、
８

月
か
ら
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
ガ
ラ
ス
工
房
（
藤
田
洪
太
郎
社

長
、
越
ヶ
浜
）
が
、
晋
作
が
愛
用
し

て
い
た
グ
ラ
ス
の
復
刻
を
し
た
と
こ

ろ
、
晋
作
フ
ァ
ン
か
ら
「
こ
れ
で
晋

作
の
酒
が
飲
み
た
い
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
、
東
洋
美
人
で
有
名
な
澄
川

酒
造
場
が
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に

作
ら
れ
て
い
た
日
本
酒
の
味
に
近
づ

け
て
醸
造
し
ま
し
た
。

　

大
吟
醸
「
風
雲
児
晋
作
」（
５
０
０

ml
）
は
、
グ
ラ
ス
と
の
セ
ッ
ト
で

１
万
５
０
０
円
で
注
文
販
売
し
ま
す
。

限
定
１
０
０
０
セ
ッ
ト
で
木
箱
入
り
。

■
問
い
合
わ
せ　

澄
川
酒
造
場

（
０
８
３
８
７
・
４
・
０
０
０
１
）

「風雲児晋作」
グラスとセット

代
表
取
締
役
社
長

★
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）

大
吟
醸 

東
洋
美
人
７
２
０
ml
を
２
名

様
に
。
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多
様
な
作
品
で
、
カ
ル
ロ
・
ザ
ウ
リ
の

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
非
凡
な
活
動
の
全

容
を
振
り
返
り
ま
す
。

■
10
月
27
日
〜
平
成
21
年
３
月
末
日

（
予
定
）

　

平
成
22
年
度
に
開
館
予
定
の
陶
芸
展

示
施
設
の
建
築
工
事
の
た
め
長
期
休
館

し
ま
す
。

　

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）、
薩
長

両
藩
を
は
じ
め
と
す
る
「
官
軍
」
は
、

「
錦
の
御
旗
」を
振
り
か
ざ
し
、関
東
・

東
北
各
地
へ
攻
め
上
り
ま
し
た
。
一

連
の
戊
辰
戦
争
に
勝
利
し
た
薩
長
の

出
身
者
ら
は
、
明
治
政
府
を
樹
立
し
、

新
し
い
国
づ
く
り
を
開
始
し
ま
す
。

萩
博
物
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８・２
５・６
４
４
７
）

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

  
浦
上
記
念
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

カ
ル
ロ
・
ザ
ウ
リ
展

開
催
中
〜
10
月
26
日
㈰

イ
タ
リ
ア
現
代
陶
芸
の
巨
匠

　

カ
ル
ロ
・
ザ
ウ
リ
（
１
９
２
６
～

２
０
０
２
）
の
没
後
初
め
て
の
大
回

顧
展
を
、
ザ
ウ
リ
が
住
居
と
ス
タ
ジ

オ
を
構
え
て
い
た
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
市
と
カ
ル
ロ
・
ザ
ウ
リ
美

術
館
の
全
面
協
力
の
も
と
に
開
催
。

　

土
の
造
形
素
材
と
し
て
の
可
能
性

を
徹
底
的
に
追
求
し
た
１
６
６
点
の

　
「
内
憂
外
患
」
と
い
わ
れ
る
幕
末
、

長
州
藩
（
萩
藩
）
が
な
ぜ
戦
い
の
道

へ
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
に

つ
い
て
考
察
し
ま
す
。
ま
た
、
武
器

や
軍
装
な
ど
の
遺
品
を
通
じ
て
、
無

名
の
兵
士
た
ち
が
挑
ん
だ
戦
争
の
実

態
に
も
迫
り
ま
す
。

９
月
15
日
㈪
〜
11
月
11
日
㈫

明
治
維
新
１
４
０
年
記
念
特
別
展

鳥羽・伏見戦争を描く錦絵

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

▽
年
中
無
休

※
９
月
５
日
（
金
）
は
臨
時
休
館

▽
入
館
料　

一
般
５
０
０
円
、
高
・

大
学
生
９
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日　

月
曜
日
（
９
月
15
日
、

10
月
13
日
は
開
館
）、
９
月
16
日

（
火
）、
10
月
14
日
（
火
）

▽
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
学

生
８
０
０
円

翼のある形態（1976 年）

　

萩
市
南
古
萩
町
在
住
の
森
重
良
雄
さ

ん
（
84
歳
）
が
、『
夫
婦
～
「
め
お
と
」
っ

て
い
い
も
の
で
す
よ
』
を
今
年
６
月
に

出
版
し
ま
し
た
。

　

森
重
さ
ん
は
大
正
13
年
大
津
郡
の
生

ま
れ
。
山
口
師
範
学
校
を
卒
業
、
そ
の

後
41
年
間
教
員
と
し
て
勤
め
ら
れ
、
椿

東
小
、
川
上
小
な
ど
に
も
勤
務
さ
れ

ま
し
た
。
妻
の
耐
子
さ
ん
（
77
歳
）
は
、

大
阪
で
生
ま
れ
、
小
学
校
か
ら
父
母

の
故
郷
で
あ
っ
た
萩
市
へ
。
37
歳
ま
で

奈
古
小
や
明
倫
小
で
教
員
と
し
て
勤
め
、

そ
の
後
、“
無
料
奉
仕
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）”
で
、
障
害
児
の
触
れ
合
い
の
場

と
し
て
「
心
身
障
害
児
簡
易
母
子
通
園

施
設
ふ
た
ば
園
」（
現
在
の
「
社
会
福

祉
法
人
ふ
た
ば
園
」）
を
創
設
、
長
き

に
わ
た
っ
て
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
昭
和
25
年
に
結
婚
さ
れ
、

現
在
ま
で
の
50
有
余
年
、
幸
せ
な
夫
婦

生
活
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
出
版
さ
れ
た
『
夫
婦
』
は
、ま
っ

と
う
に
生
き
て
き
た
二
人
の
生
き
方
を

子
や
孫
に
残
し
た
い
、
と
約
１
年
か
け

て
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
お
二
人
の
な
れ
そ
め
、
子

育
て
法
、
妻
へ
の
感
謝
な
ど
、
森
重
さ

ん
の
体
験
を
通
し
て
の
「
妻
論
」。
夫

婦
や
家
族
の
絆
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

現
代
社
会
に
、
そ
の
あ
り
方
を
考
え
さ

せ
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。

　

夕
飯
を
２
時
間
か
け
て
食
べ
る
ほ

ど
、
毎
日
会
話
が
尽
き
な
い
と
い
う
お

二
人
。
そ
の
日
あ
っ
た
こ
と
を
何
で
も

話
す
の
で
、
お
互
い
に
知
ら
な
い
こ
と

は
な
い
そ
う
で
す
。
ど
う
し
て
そ
ん
な

に
仲
が
良
い
の
で
す
か
、
と
尋
ね
る
と
、

「
夫
婦
円
満
に
し
よ
う
、
な
ど
意
識
せ

ず
、
自
然
に
生
き
て
58
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
お
互
い
を
思
い
や
り
、
い
た
わ
り

合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」
と

答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

・・・「天は万人に対して等し
く公平であり、一人の人がそ
の一生を終わる時は、何

な ん

人
び と

と
言えども生涯を閉じる時には
平均してみると禍福は同じよ
うに巡っていくのである。」・・・

萩 芸術・文芸の広場

■金子司の茶室「種々」（くさぐさ）
10月26日（日）まで

８
月
12
日　

96
年
の
開
館
以
来
、
入
館
１
０
０
万
人
突
破
!!

『夫婦〜「めおと」って、
いいものですよ〜』
文芸社　1,200 円

出
版
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■
兼
田
昌
尚
展

９
月
16
日（
火
）～
10
月
24
日（
金
）

ア
メ
リ
カ　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

　

Joan

　M
irviss　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
第
３
回
萩
４
高
校
在
京
同
窓
会

　

４
年
に
１
度
の
萩
高
等
学
校
、
萩
商

業
高
等
学
校
、
萩
工
業
高
等
学
校
、
萩

光
塩
学
院
４
校
の
合
同
同
窓
会
。

10
月
25
日（
土
）
午
後
２
時
30
分
～
５

時東
京
都
港
区　

日
本
工
業
倶
楽
部
（
Ｊ

Ｒ
東
京
駅
丸
の
内
北
口
）

■
東
京
須
佐
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
区
同
郷
会
。

11
月
22
日（
土
）　

正
午
～
午
後
３
時

東
京
都
港
区
高
輪
４
‐
10
‐
56　

日
立

金
属　

高
輪
和
彊
館

　
　
　
（
０
３
・
３
４
４
３
・
１
７
１
７
）

■
三
輪
和
彦
小
作
品
展

９
月
16
日（
火
）～
10
月
17
日（
金
）

栃
木
県
那
須
郡
那
須
町
高
久
乙
道
上

２
２
９
４
‐
３　

ア
ー
ト
ビ
オ
ト
ー
プ

那
須
（
０
２
８
７
・
７
８
・
７
８
３
３
）

■
萩
陶
芸
家
協
会
創
立
15
周
年
記
念
・

特
別
企
画　

萩
陶
芸
家
協
会
選
抜
展

　

三
輪
壽
雪
、
十
二
代
三
輪
休
雪
、
波

多
野
善
蔵
、
野
坂
康
起
、
岡
田
裕
、
金

子
信
彦
、
三
輪
和
彦
、
小
久
保
凌
雲
、

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

納
冨
晋
ら
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
17
日（
水
）～
23
日（
火
・
祝
）

埼
玉
県
熊
谷
市
仲
町
74　

熊
谷
八
木
橋

百
貨
店（
０
４
８
・
５
２
３
・
１
１
１
１
）

■
鎌
倉
市
姉
妹
都
市
（
萩
市
、
上
田
市
、

足
利
市
、
鎌
倉
市
）
物
産
展

　

萩
市
か
ら
、
か
ま
ぼ
こ
、
海
産
物
、

夏
み
か
ん
製
品
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

両
日
と
も
萩
大
志
館
に
よ
る
、
高
級

魚
「
萩
の
あ
ま
だ
い
」
無
料
試
食
会
が

行
わ
れ
ま
す（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）。

10
月
10
日（
金
）、
11
日（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
５
時（
11
日
は
４
時
ま
で
）

鎌
倉
市
小
町
１
‐
10
‐
５

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
問
）
萩
市
商
工
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
８
）

■
三
輪
和
彦
陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

三
輪
和
彦
と
、
萩
焼
づ
く
り
を
体
験

で
き
ま
す
。

10
月
11
日（
土
）～
12
日（
日
）
１
泊
２

日受
講
料　

１
万
６
８
０
０
円

宿
泊
プ
ラ
ン　

２
万
９
４
０
０
円
～

栃
木
県
那
須
郡
那
須
町
高
久
乙
道
上

２
２
９
４
‐
３　

ア
ー
ト
ビ
オ
ト
ー
プ

那
須
（
０
２
８
７
・
７
８
・
７
８
３
３
）

■
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り　

明
治

維
新
１
４
０
年
記
念
萩
観
光
物
産
展

　

萩
市
か
ら
、
夏
み
か
ん
菓
子
、
萩
焼
、

地
酒
、
海
産
物
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
25
日（
土
）、
26
日（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
６
時
（
26
日
は
午
後
５
時
30

分
ま
で
）

東
京
都
世
田
谷
区

　

松
陰
神
社
入
口
若
林
公
園
前

（
問
）
萩
商
工
会
議
所

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
３
３
）

■
「
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｉ
の
素
姿
」
試
論
Ⅰ

　

回
転
体
に
つ
い
て

　

三
輪
和
彦
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
７
日（
金
）～
24
日（
月
・
祝
）

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
２
‐
１
‐
17

パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
千
鳥
ヶ
淵
１
Ｆ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
冊

　
　
　
（
０
３
・
３
２
２
１
・
４
２
２
０
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

11
月
18
日（
火
）～
24
日（
月
・
祝
）

千
葉
県
柏
市　

そ
ご
う
柏
店

　
　
　
（
０
４
・
７
１
６
３
・
２
１
１
１
）

■
萩 

吉
賀
將
夫
作
陶
展 

吉
賀
大
眉
展

９
月
10
日（
水
）～
16
日（
火
）

名
古
屋
市
中
村
区　

名
鉄
百
貨
店

　
　
　
（
０
５
２
・
５
８
５
・
１
１
１
１
）

■
第
６
回
萩
同
郷
会

　

４
年
に
１
度
の
萩
高
等
学
校
、
萩
商

業
高
等
学
校
、
萩
工
業
高
等
学
校
、
萩

光
塩
学
院
４
校
の
合
同
同
窓
会
。

11
月
16
日（
日
）
午
前
11
時
～
午
後
２

時大
阪
市
北
区　

大
阪
弥
生
会
館
（
Ｊ
Ｒ

大
阪
駅
北
口
）

■
萩
焼
作
家
陶
芸
展

　

水
津
和
之
、
廣
澤
洋
海
ら
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

10
月
15
日（
水
）～
21
日（
火
）

大
阪
府
大
阪
市
北
区　

阪
急
百
貨
店
大

阪
・
う
め
だ
本
店

　
　
　
（
０
６
・
６
３
６
１
・
１
３
８
１
）

■
「
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｉ
の
素
姿
」
試
論
Ⅰ

　

回
転
体
に
つ
い
て

　

三
輪
和
彦
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

10
月
４
日（
土
）～
26
日（
日
）

岐
阜
県
多
治
見
市
本
町
５
‐
９
‐
１
た

じ
み
創
造
館
３
Ｆ　

多
治
見
市
文
化
工

房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ヴ
ォ
イ
ス

　
　
　
（
０
５
７
２
・
２
３
・
９
９
０
１
）

■
山
口
指
月
会

　

山
口
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
18
日（
土
）
午
後
６
時
30
分
～

山
口
市
湯
田
温
泉　

翠
山
荘

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
３
８
３
８
）

■
山
口
県
立
美
術
館　

常
設
展
示
室

◦
郷
土
工
芸
室「
十
二
代
三
輪
休
雪
展
」

９
月
21
日（
日
）ま
で

山
口
市
亀
山
町
３
‐
１　

山
口
県
立
美

術
館　
（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
）

■
大
屋
窯
＆
濱
中
孝
子

９
月
６
日（
土
）～
15
日（
月
・
祝
）

山
口
市
後
河
原
１
２
１　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ラ
・
セ
ー
ヌ
（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０

０
９
）

■
無
角
和
牛
ま
つ
り

　

阿
武
町
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
「
角
の

無
い
牛
」
無む

角か
く

和
牛
の
特
売
ま
つ
り
。

10
月
19
日（
日
）

阿
武
町
道
の
駅
「
阿
武
町
」

　
　
　
（
０
８
３
８
８
・
２
・
０
３
５
５
）

■
富
士
通
コ
ン
コ
ー
ド　

ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８「
ル
イ
ス
・
ナ
ッ

シ
ュ　

ビ
バ
ッ
プ
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
」

　

現
代
最
高
の
ジ
ャ
ズ
ド
ラ
マ
ー
で
あ

る
ル
イ
ス
・
ナ
ッ
シ
ュ
率
い
る“
ビ
バ
ッ

プ
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
”
の
公
演
で
す
。

11
月
３
日（
月
・
祝
）午
後
６
時
30
分
～

阿
武
町
奈
古　

阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

７
０
０
０
円

（
問
）
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
九
州
指
月
会

　

九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
４
日（
土
）
午
後
４
時
～

関
東
地
区

山
口
県
関
係

関
西
地
区

九
州
地
区

海　

外

東
海
地
区

日
本
伝
統
工
芸
展

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
兼
田
佳
炎
、

止
原
伸
郎
、
波
多
野
善
蔵
、
波
多
野

英
生
、
松
尾
藻
風
の
作
品
が
入
選
し

ま
し
た
。

◆
東
京
展　

９
月
23
日（
火
）～
10
月

５
日（
日
）
日
本
橋
三
越
本
店

◆
名
古
屋
展　

10
月
８
日（
水
）～
13

日（
月
）
名
古
屋
栄
三
越

◆
京
都
展　

10
月
15
日（
木
）～
20
日

（
月
）
京
都
高
島
屋

◆
大
阪
展　

10
月
22
日（
水
）～
27
日

（
月
）
そ
ご
う
心
斎
橋
本
店

◆
金
沢
展　

10
月
31
日（
金
）～
11
月

９
日（
日
）
石
川
県
立
美
術
館

第
55
回

B
.
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10
月
12
日（
日
）
午
前
９
時
45
分
～
午

後
３
時

萩
市
椿
東　

山
口
県
漁
協
萩
地
方
卸
売

市
場
、
道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

（
問
）
萩
市
水
産
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
２
２
３
０
）

■
第
９
回
萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン

　

今
年
の
招
待
選
手
は
大
崎
悟
史
選
手

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
）。
昨
年
か
ら
「
維
新

の
里　

萩
城
下
町
」
を
肌
で
感
じ
な
が

ら
町
を
一
周
す
る
コ
ー
ス
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

12
月
14
日（
日
）
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

種
目　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10
㎞
、
５

㎞
、
２
㎞
、
フ
ァ
ミ
リ
ー（
２
㎞
）

申
込
締
切　

10
月
31
日（
金
）

（
問
）
萩
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
７
３
１
１
）

■
小
林
麻
央
写
真
集
「
ｔ
ｏ　
ｙ
ｏ
ｕ

　

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ　

Ｍ
ａ
ｏ
」

　

タ
レ
ン
ト
小
林
麻
央
の
写
真
集
。
萩

市
の
菊
ヶ
浜
、
旧
湯
川
家
屋
敷
等
で
撮

影
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ
４
判
／
１
２
８
ペ
ー
ジ

定　

価　

２
９
４
０
円

発　

行　

集
英
社　

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

10
月
10
日（
金
）～
19
日（
日
）

萩
市
東
田
町
１
４
４

　

ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
０
２
０
）

■
下
瀬
信
雄
写
真
展

　

ー
天
地
結
界
（
15
年
の
歩
み
）
ー

　

待
望
久
し
か
っ
た
下
瀬
信
雄
作
品
展

「
結
界
」。
初
の
地
元
萩
で
の
開
催
。
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
収
蔵
さ
れ
た
初
期

作
品
、
伊
奈
信
男
賞
受
賞
作
品
な
ど
、

結
界
シ
リ
ー
ズ
15
年
に
わ
た
る
作
品
か

ら
厳
選
し
た
作
品
約
50
点
、
新
作
と
な

る
カ
ラ
ー
作
品
20
点
を
展
示
。

９
月
19
日（
金
）～
23
日（
火
）

萩
市
江
向　

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
３
４
）

■
町
を
活
き
る
萩
人　

画
家
蔵
貫
信
の

場
合

９
月
20
日（
土
）～
28
日（
日
）

萩
市
田
町
商
店
街　

ジ
ョ
イ
２
０
１

（
問
）
蔵
貫
さ
ん

　
　
（
０
９
０
・
７
５
９
５
・
５
９
６
１
）

■
萩
・
魚
ま
つ
り

　

鮮
魚
の
即
売
、
ま
ぐ
ろ
解
体
販
売
の

ほ
か
、
萩
の
あ
ま
だ
い
無
料
試
食
フ
ェ

ア
（
刺
身
、
西
京
焼
、
潮
汁
な
ど
）
も

行
わ
れ
ま
す
。

萩
商
業
高
校
体
育
館

■
角
川
政
治
の
写
真
展

　
　
　

ー
残
さ
れ
た
ネ
ガ
の
中
よ
り
ー

　

萩（
大
井
）出
身
で
朝
日
新
聞
の
カ
メ

ラ
マ
ン
だ
っ
た
角
川
政
治
さ
ん
（
１
９

１
０
～
１
９
８
８
）の
写
真
展
。
昔
の

萩
を
気
の
向
く
ま
ま
に
撮
影
し
た
約
40

点
を
展
示
。

９
月
７
日（
日
）～
11
日（
木
）

萩
市
江
向　

萩
市
民
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
３
４
）

■
ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
企
画

展◦
て
さ
げ
展

　

萩
出
身
の
手
染
め
手
編
み
作
家
の
西

村
真
紀
さ
ん
を
は
じ
め
、
布
や
織
り
物

作
家
に
よ
る
展
示
で
す
。

９
月
12
日（
金
）～
28
日（
日
）

◦
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

ガ
ラ
ス
展

　

香
川
県
、
山
口
県
の
作
家
４
人
の
作

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神　

平
和
楼

　
　
　
（
０
９
２
・
７
７
１
・
４
１
４
１
）

■
野
坂
康
起
・
和
左
父
子
展

10
月
１
日（
水
）～
７
日（
火
）

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区　

小
倉
井

筒
屋
（
０
９
３
・
５
２
２
・
３
１
１
１
）

■
萩
焼
新
進
作
家
30
周
年
記
念
展

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
師
匠
と
と
も
に

　

兼
田
昌
尚
・
上
田
敦
之
、
岡
田
裕
・
泰
、

兼
田
佳
炎
・
知
明
、
松
尾
藻
風
・
優
子

ら
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

10
月
８
日
（
水
）～
13
日（
月
・
祝
）

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区　

小
倉
井

筒
屋
（
０
９
３
・
５
２
２
・
３
１
１
１
）

■
た
ち
ば
な
会
本
部
総
会

　

萩
商
業
高
の
本
部
同
窓
会
、
萩
商
体

育
館
を
会
場
と
し
て
は
最
後
の
総
会
。

10
月
18
日（
土
）
午
後
６
時
～

新
規
加
入
会
員
ご
紹
介

田
中
建
設　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

藤
田
清
一
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

三
戸
赳
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

橋
本
利
博
さ
ん　
（
広
島
県
廿
日
市
市
）

磯
野
昇
さ
ん　
　
（
広
島
県
廿
日
市
市
）

波
多
野
克
祐
さ
ん　
（
広
島
県
広
島
市
）

久
継
進
太
郎
さ
ん　
（
三
重
県
名
張
市
）

久
継
春
之
さ
ん　
　
（
大
阪
府
八
尾
市
）

多
田
忠
さ
ん　
　
（
福
岡
県
筑
紫
野
市
）

藤
村
久
男
さ
ん　
　
（
大
分
県
中
津
市
）

木
村
富
昌
さ
ん　
　
（
福
岡
県
宗
像
市
）

梅
地
四
郎
さ
ん　
　
　
（
千
葉
県
柏
市
）

宵
待
ち
の
宿　

萩
一
輪　
　
　
（
萩
市
）

萩
市
関
係

◦
大
吟
醸　

東
洋
美
人
７
２
０
ml
を
２

名
様
に

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
近
況
な
ど
を
明
記

の
う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ

ゼ
ン
ト
係
ま
で
。

締
め
切
り
は
９
月
30
日
（
消
印
有
効
）。

出
版
情
報

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
で
は
、
年

会
費
を
３
年
分
ま
と
め
て
お
支
払
い

さ
れ
た
方
の
年
会
費
を
割
り
引
く
特

典
が
あ
り
ま
す
。

長
期
会
員
へ
の
特
典　

一
般
会
員
の

３
年
分
の
年
会
費
６
０
０
０
円
を

５
５
０
０
円
に（
５
０
０
円
割
引
）

（
郵
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替
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い
と
な
り
ま
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） 萩
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ッ
ト
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ー
ク
協
会

年
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３
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５
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円
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熊
野
真
睦
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

笹
川
義
長
さ
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（
萩
市
）

相
良
絵
見
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

熊
谷
信
愛
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

玉
一
寛
之
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

山
根
弘
充
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

藤
本
英
司
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

木
村
宏
さ
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（
萩
市
）

福
井
良
一
さ
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（
京
都
府
京
都
市
）

藤
田
リ
エ
子
さ
ん　
（
宮
崎
県
宮
崎
市
）

高
雄
一
寿
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

萩
交
通
安
全
事
業
普
及
協
会　
（
萩
市
）

東
光
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

（
６
月
24
日
〜
８
月
23
日　

26
人
）

■
Ｃ
Ｍ
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本　

デ
ィ
ス
カ

バ
ー
ウ
ェ
ス
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　

女
優
の
仲
間
由
紀
恵
が
、
平
安
古
の

鍵
曲
、
旧
田
中
別
邸
で
撮
影
。

放
映
予
定　

９
月
末
日
ま
で
（
関
東
・

中
部
・
関
西
地
区
、
山
口
県
内
）
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1��008年９月（第83号）

　海辺のきれいな砂で軽くしごくように
手もみし、流水で繰り返して洗う「たれ
くちの砂ずり」もこの地に伝わる古くか
らの調理法、鱗と余分な脂がきれいに除
去でき、鯛にも勝る味になるといいます。

夏
か
ら
初
秋
の
頃

　高級魚ヒラマサ、その最もおいしい料
理法は“洗い”。漁船のイケスからヒラ
マサを網で掬い、その場で活き締めに、
急いで台所に運び薄造りに引いた身を、
氷水でキリッと引き締める。産地ならで
はの料理法。

　鱗を除去した表皮を付けたまま刺身に
引く料理法を萩地区では松皮造りと呼ん
でいます。名前の由来は、鱗を取った後
の表皮が松の樹皮のように見えることか
ら。普通の刺身とはまた違った風味が出
てきます。

　萩見島沖の深海はバイ貝の宝庫、東京
築地市場でも萩産のバイ貝をよく見かけ
ます。甘辛く煮付けて小鉢にというのが
普通の食べ方。風味豊かで柔らかい身質
なので、炊き込みご飯の具としても利用
されてきました。

　中型のボテコ(カサゴ)を丸々具にし
た味噌仕立ての汁です。萩を代表する郷
土料理ですが、起源は漁師料理。かつて
船上で簡単に作れる「おかず＋汁」共用
料理として、種々の魚がこのように汁に
して食されました。

　漁家では自家用に獲った魚を、酢締め
にすることが多かったようです。軽く塩
を振って酢に浸すことによって、保存性
を高めることが主な目的ですが、身質を
引き締めることで味わいが深まる効果も
ありました。

　「どんこ」とは、最高級種アオリイカ
のこと。見島や大島などの島しょ部では、
ずんぐりした体形をとらえてこう呼びま
す。軽くあぶって食べたアオリイカの干
物、肉厚があって深い旨み、さすがイカ
の王様と納得の味。

■人の動き（平成20年７月末日）
　萩　市：人口／56,873人　男／26,091人　女／30,782人　世帯数／24,518世帯
　阿武町：人口／  4,044人　男／  1,797人　女／  2,247人　世帯数／　1,628世帯


